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表紙説明

高知県土佐清水市落窪の海岸で見られる隆起波食棚

過去の南海トラフ沿いの地震に伴って隆起，離水したと考えられる波食棚．通常は平均海面付近で形成される平坦

面が，現在は標高約 1.0 ～ 1.2 m の高さに分布している．この地域は 1946 年昭和南海地震の際にも隆起しているが，

この写真の隆起波食棚がいつ離水したのかは今のところ不明である．基盤は新第三系三崎層群の砂岩泥岩互層から

なり，生痕化石や化石蓮痕なども観察される．（写真・文： 宍倉正展１）     １）産総研 活断層・地震研究センター ）
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Uplifted wave-cut-bench in the coast of Ochikubo, Tosashimizu City, Kochi Prefecture .

( Photograph and Caption by Masanobu Shishikura ).
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